
東京浅草中央ロータリークラブ週報

週報東京浅草中央ロータリークラブ

2023 年 6 月 7 日

第1738回例会

会長　伊 石 佳 高
幹事　立 野 秀 一

本日の例会

会員卓話

「出席は義務ではなく、権利です…海外でのMake Upあれこれから・・・」
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　2022ー2023年度テーマ

クラブテーマ	 「　前　　進　」
	 	 クラブ会長	 伊 石 佳 高

	総会員数	 休　会	 出席免除	 出　席	 欠　席	 出席率	 修　正　出　席　率
出　席　報　告

来　訪　者　紹　介

	 45 名	 2 名	 6 名	 35 名	 6	 85.3％	 1735 回例会　欠席 3 名・出席率 93.33％

前回（5/31　1737 回例会）の記録

◆ゲスト 0名 

◆ビジター 1名 東京練馬中央R.C.　会長エレクト　福島孝人 様

R.I. 会長　ジェニファー・ジョーンズ　　　地区ガバナー　嶋　村　文　男

今後の例会（卓話）予定

６／14 「唐茄子屋政談」 金原亭馬生師匠
６／21 クラブ協議会　本年度事業報告 
６／28 会長幹事退任挨拶 

	 17	日	（64 才）	 伊藤政則君	 18	日	（75 才）	 上原洋一君
6月お誕生日祝	 19	日	（45 才）	 河村英朗君	 19	日	（68 才）	 澤野芳夫君
	 30	日	（65 才）	 内田　力君

	 江 連 雅 孝 君　５回	 土 師 幸 士 君　23回
	 伊 石 佳 高 君　19回	 岩 田 幸 一 君　６回
	 伊 藤 政 則 君　３回	 加 藤 昭 雄 君　12回
	 河 村 英 朗 君　２回	 小 林 雅 純 君　23回
	 松 丸 　 貴 君　３回	 松 本 勝太郎 君　13回

年間100％出席	 中 橋 和 大 君　２回	 斎 藤 彰 悟 君　15回
	 桜 井 　 明 君　２回	 澤 野 芳 夫 君　３回
	 園 部 容 弘 君　10回	 坂 本 孝太朗 君　２回
	 関 原 光 治 君　１回	 田 村 順 二 君　５回
	 髙 橋 　 通 君　３回	 内 田 　 力 君　４回
	 鵜 原 健 太 君　２回	 海 内 栄 一 君　10回
	 潮 田 幸 一 君　８回	 渡 辺 丈 樹 君　10回



会員卓話

　

田　村　順　二 会員

「私と英語」

委員会報告

＜親睦出席委員会　吉沼委員長＞

・来週の例会より６月16日・17日に熱海で行う

会長幹事慰労会の会費５万円を集金致しま

す。ご参加の皆様、ご用意の程宜しくお願

い致します。

ニコニコボックス

＜伊石会長、立野幹事、江連、藤掛、古谷、

　後上、浜中、原田、本間、五十嵐、加藤、

　小林、松丸、松本、宮崎、長沼、中橋、中村、

　大塚、斎藤、佐藤、澤野、関原、内田、上野、

　上原、潮田、渡辺、吉沼＞

・本日は、田村会員の卓話「私と英語」です。

田村会員よろしくお願い致します。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜後上、伊藤、片岡＞

・東北復興支援継続を！

会長挨拶＜伊石会長＞

・皆さんこんにちは

　本日は第2580地区中央分区の東京練馬中央

ロータリークラブより会長エレクトの福島

孝人様がお見えになっております。

　練馬中央ロータリークラブに於いて第2回デ

ィレクシア・シンポジウムを行うにあたり

そのご案内にお見えになりました。ディレ

クシアとは脳の発達に遅れは無いものの読

み書きにのみ困難がある学習障害で発達性

読み書き障害とも呼ばれているそうです。

　それでは福島会長エレクト、壇上にて宜し

くお願い致します。

　ありがとうございました。



＜今週担当　佐藤　学＞

１　私は小学生の頃から音楽が好きで、ビートルズやエルビスプレス

リーなどの歌を歌いたいと思っていました。中学１年になり英語を

習うようになり、いよいよ英語を歌おうと思いモンキーズのレコー

ドを買いました。英語の歌詞全部にカタカナをふり歌ってみたので

すが、リードボーカルのデイビージョーンズの歌の速さに付いてい

けませんでした。今度は、英語の辞書の単語の次に記載されていた

発音記号を抜き出し何度も何度も読んで練習し、歌詞を暗記した上

で音楽に合わせてみたところ、スムーズに歌えるようになりました。

ビージーズのマサチューセッツ、ホリデイも手がけました。そのお

かげで歌詞のセンテンスがすぐに頭に浮かぶようになりました。そ

れ以来、英語が大好きになりました。

２　医師になって５年目のとき、アメリカに留学し、併せて英語を話

したいという思いから、指導教授の許可を得て、カリフォルニア大

学サンディエゴ校（UCSP）に１年間の予定で留学することになり

ました。最初にインターナショナルセンターに配属され、現地の生

活に慣れるため 50 歳くらいの女性のチューターを付けてもらいまし

た。ゼミの飲み会に誘われ、チューターとともに会場に店に行った

ところ、なかなか、席に案内してくれませんでした。私は尋ねるべく、

頭で英語のフレーズを思い描きながら店員の方に歩いて行きました

が、急に、このような表現は使わないのではないかとの不安にかられ、

チューターの方に引き返してきてしまいました。その後、チューター

が店員に尋ねたのを傍らで聞いていたところ、How	long	do	we	have	

to	wait? という簡単な問いかけでした。英会話では、Ｉ、we でつなぎ、

センテンスも短い方がわかりやすいものです。そして、have、run、

use など簡単な動詞を使うのです。この飲み会直前のエピソードを通

して、私は英会話の貴重なノウハウを教えてもらった気がいたしま

した。

３　良き友人にもめぐまれ、楽しい留学生活でした。また、高名な外

科医である Moossa 教授のはからいで留学期間を２年に延長していた

だきました。このように、英語のおかげで、充実した楽しい留学生

活を過ごすことができました。


